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１．はじめに 

 近年，インターネット技術の発展に伴い，電

子掲示板やブログ（Weblog）を用いた情報発信

が普及している．これらの発信された情報には，

顧客の商品に対する意見や感想といったように，

企業のマーケティングで有効に利用できる情報

が多数含まれている．そのため，Web上から対象

商品に関する評判情報を自動的に収集・解析す

る Webマーケティング技術[1]に注目が集まって

いる．ブログにおける既研究[2]を用いたシステ

ムでは，匿名性の高い電子掲示板ではなく，情

報発信者を特定できるブログを用いて，信憑性

を考慮した上で情報の評価をする Webマーケテ

ィングの手法が提案されている．しかし，既研

究を用いたシステムでは，肯定的，否定的のみ

の分類は行われているが，情報に正確な値がな

いことから，信憑性の高い情報をつかめないと

いう問題がある．また，ブログのコミュニティ

性[3]に対して，話題性が強い書き手の評価の重

要性を考慮する必要性がある．そこで，本研究

では，ブログから情報収集を行い，情報発信者

の信憑性や話題性を評価した上で，商品の総合

的な評価値を算出するシステムを開発する． 

２．システムの概要 

 本システムでは，ブログ記事から，信憑性や

話題性を評価し，商品の総合評判を提示するこ

とを目的とする．本システムの概念を図１に示

す．本システムは，図２に示すように１）情報

抽出機能，２）商品評価機能，３）信憑性評価

機能，４）商品評判総合評価機能の４つの機能

により構成されている． 

２．１ 情報抽出機能 

 情報抽出機能では，HTMLを解析し，ある商品

について記述されているブログ記事の内容とコ

メント，また，その記事にトラックバックして

いる全てのブログ記事の内容とコメントを自動

的に収集する．HTML解析には，HTMLパーサを用

いる． 

２．２ 商品評価機能 

 商品評価機能では，各ブログ記事を構文解析

し，書き手が商品の「何を評価しているのか」

を判別する．商品ごとに作成した評価カテゴリ

テンプレートを用いて，「価格，使い心地，

色」などの各カテゴリの評価値を算出する．ブ

ログから文書を解析するための手法には，日本

語係り受け解析器である Cabocha[4]を使用する． 

２．３ 信憑性評価機能 

 信憑性評価機能では，商品評価機能で算出し

た評価に信憑性があるかどうかを判定する．ま

ず，各記事のコメントを解析し，各カテゴリご

とに評価値を算出する．次に，コメントの商品

評価値とブログの商品評価値との間のずれを，

カイ２乗検定法[5]を用いて信憑性を算出する． 

２．４ 商品総合評価機能 

 商品評判総合評価機能では，各記事での評判，

各記事の信憑性，記事執筆者の話題性の３つを

評価した上で，商品の総合的な評判評価を算出

する．話題性は，コメント数を指標とし，各ブ

ログ記事執筆者の信憑性評価に加えることで商

品総合評判を算出する． 

 

 

図１ システムの概念 
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図３ 実行結果例 

 

３． システムの実証実験と考察 

 本システムの実行結果例を図３に示す．シス

テムの実証実験では，本研究で考案した手法の

有効性を検証するために，特定のブログ記事で

紹介され化粧品を対象にアンケートによる評価

を実施し，本システムの実行結果と比較した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．１ 実証実験 

実証実験として，A社の口紅とB社のマスカラを

対象とした．アンケートは，２つの化粧品を使

用したことのある女性 10人を被験者とした．ア

ンケートの評価は，カテゴリごとに，点数を５

点満点とした．なお，口紅は，「価格」，

「色」，「付け心地」の３つのカテゴリで評価

した．また，マスカラは，「価格」，「ボリュ

ーム」，「長さ」，「にじみにくさ」の４つの

カテゴリで評価した． 
 

３．２ 結果と考察  

 本システムの実行結果とアンケートの評価結

果の比較を表１に示す．本手法を用いた場合と，

アンケートの結果では，誤差が生じた．従来の

アンケートの集計では，回答者の信憑性や話題

性を考慮した上で，評価する事が困難であった．

それに対し，本システムでは，化粧品の記事を

執筆した人物一人ひとりの信憑性と話題性を考

慮した上で評価するため，より信憑性の高い結

果を算出できたと言える． 
 

 

価格 ボリューム 長さ 滲みにくさ
A社 本手法 4.28 3.45 4.57 4.35
マスカラ アンケート 3.2 3.1 4.3 4.2

価格 色 つや
B社 本手法 2.23 3.21 4.25
口紅 アンケート 2.8 4.1 4.3  

４．おわりに 

本研究では，ブログから信憑性や話題性を評価

した上で商品評判について，自動的に評判情報

を収集する手法を考案した．実証実験では，化

粧品の記事を執筆した人物一人ひとりの話題性

と信憑性を考慮した上で評価するため，より信

憑性の高い結果を算出できたと言える．この実

験結果から，本研究で提案する手法の有効性を

実証した．しかし，本手法では，各商品での分

析対象となるカテゴリが少ないことから，現段

階では商品を大雑把にしか解析することしかで

きない．今後，各商品においてカテゴリを増や

し，商品を細かく解析できるよう改善する必要

性がある．また，本システムは現在化粧品のみ

に対応しており，化粧品以外の様々な分野の商

品にも対応できるよう改善を行っていくことが

今後の課題である． 
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図２ システムの流れ 
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表１ 本手法とアンケートの比較 
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